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１．１ 工法概要

クラウンパイルアンカー工法　標準図

１．工法概要

● 杭の中心間隔（設計値） ● 杭と基礎コンクリートのへりあき（設計値）

注1) 中詰めコンクリート

注2）かぶり厚さ

注3）割裂防止筋の配筋

（一財）日本建築センターによる一般評定

１／２

注4）副基礎帯筋の配筋(コーン状破壊防止)

注5）副基礎補強筋の配筋（コーン状破壊防止/主基礎部への曲げ伝達）

● 概要図 A（主基礎部の応力伝達のみ考慮した設計の場合） ● 概要図 B（杭頭側面と副基礎部の応力伝達を考慮した設計の場合）

SC杭・鋼管杭用杭頭接合工法

ＳＣ杭

・杭鋼管 鋼種

● 杭頭アンカー設置可能本数の上限

１．2 適用範囲

4００ｍｍ以上　１２００ｍｍ以下

杭の種類

杭径

外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）

杭鋼管　鋼種
ＳＫＫ４００, ＳＴＫ４００, ＳＴＫＮ４００Ｂ

基礎コンクリート強度 ２１Ｎ／ｍｍ　以上　４５Ｎ／ｍｍ　以下２

ＳＫＫ４９０, ＳＴＫ４９０, ＳＴＫＮ４９０Ｂ

２

● 杭と基礎コンクリートの適用範囲

400N/mm 級 2

・杭鋼管 鋼種

490N/mm 級 2

2．構成部材

最低定着長(L1)

● 杭頭アンカーの最低定着長

D32

仕様

614

● 杭のみ込み高さ

728D38

D38H 915

単位：mm
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-M,L
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杭のみ込み高さ(h1)

D32,D38 -M
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250以上(240)

280以上(270)

仕様

単位：mm

かつ250以上(240)
杭径の0.48倍以上

概要図 A 概要図 B

D41H -L

D41H -L 987

2．１ 杭頭アンカー
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2．3 杭頭金物
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2．2 定着板および定着板用六角ナット
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杭径の0.48倍以上

杭鋼管

割裂防止筋
杭頭金物

ベース筋

定着板杭頭アンカ－

定着板ナット

中詰めコンクリート

レベルコン

最
低

定
着

長
(L

1)

H≧
h1

部分溶込み溶接

杭頭アンカーの配置直径

（杭径＋200mm）

クラウンパイルアンカー工法は、SC 杭の杭頭鋼管外周部に定着部材 (以下、杭頭アンカー)を接続する金物（以下、杭頭金物）を部分溶込み溶接した後、

杭頭金物のカプラー雌ねじ部に杭頭アンカーのねじ節鉄筋部を螺合することで、杭頭と基礎コンクリートを接合する工法である。

基礎コンクリートは杭頭上端面より上部を「主基礎部」、杭のみ込み部周囲を「副基礎部」と呼称し、杭頭側面と副基礎部の応力伝達を考慮した設計の適用

有無により、杭頭接合部の構造規定が異なる。（杭ごとに、概要図Ａまたは概要図Bのいずれかが適用される。）

h2

埋込み杭は杭径の2.0倍、打込み杭は杭径の2.5倍を最小値とする。

ただし、杭頭金物の溶接施工に支障がないことを確認すること。

施工許容差を超えた杭の偏心等により、中心間隔の最小値が確保で

きない場合の対応については、別途設計者指示による。

杭心からの距離で杭径の1.25倍以上を原則とする。

ただし、杭径が600mm以上の場合は1.0倍以上としてもよい。

施工許容差を超えた杭の偏心等により、へりあきの最小値が確保で

きない場合の対応については、別途設計者指示による。

(注
1

(注
2

(注1

(注3

中詰めコンクリートの強度と深さ (H) は 設計者により決定される。

ただし、杭のみ込み高さ(h1)は確保すること。（図は参考図）

杭頭アンカー及び杭頭金物下端部のかぶり厚さ(h2)は

設計かぶり厚さ70mm以上、最小かぶり厚さ60mmとする。

杭頭外周部の基礎コンクリートには終局時の割裂を防止するために

D13＠300程度の割裂防止筋を配筋し、無筋部を少なくすることが望ましい。

h1

主基

礎部

副基

礎部

はかま筋

基礎

コンクリート

杭鋼管

最
低

定
着

長
(L

1)
副基礎補強筋

はかま筋

杭頭金物

ベース筋

定着板杭頭アンカ－

定着板ナット

中詰めコンクリート

レベルコン
H≧

h1

基礎

コンクリート

部分溶込み溶接

杭頭アンカーの配置直径

（杭径＋200mm）

(注1

(注5

設計者指示の配筋を施す。ただし、D13以上ピッチ150mm以下を配筋量

の下限とする。

設計者指示の配筋を施す。ただし、D13以上ピッチ300mm以下を配筋量

の下限とする。主基礎部への定着長は配筋指針等に基づき、設計者により

決定される。

h1

主基

礎部

副基

礎部

副基礎帯筋(注
1 (注4

定
着

長
(注

5

※マットスラブ形状の基礎については、上記、副基礎帯筋・副基礎補強筋

の鉄筋径とピッチの規定によらず設計者指示の配筋とする．

※

※

本標準図はクラウンパイルアンカー工法を対象とする。本標準図の適用範囲以外の条件における設計施工は、BCJ評定-FD0511-04の評定書による。

※設置本数の下限は全仕様4本とする

※ 本標準図以外に定着長の指定がある

　場合は、設計者指示の寸法による

B

L以上

ねじ節形状
M

Vプレート

(SN490B)

T

10
0

A

C　(六角カプラー長）

E

D B

45°

20

六角カプラー

(SCP490-6N)

φ
d M

※ 杭頭アンカーにMねじ部を設けない場合は使用しない

杭頭金物にはM,Lタイプがあり、杭鋼管の鋼種と鋼管厚の

適用範囲に応じて使い分ける。

※

開先部

杭頭アンカーは片端部にMねじを設けた異形棒鋼を用いる。

設計者の指定により定着長(L1)がアンカー呼び径の【35倍以上(SD390),

45倍以上(SD490)】となる場合は、Mねじ部を設けない仕様も可とする。

定着板

(SS400)

六角ナット

(強度区分5以上)

※ ( )内の数値は最小かぶり厚さによる

※杭の鉛直施工許容差を考慮した寸法とする

※ 国土交通大臣認定材：MSTL-0422またはMSTL-0574

48

杭頭補強要領図１（同等品）
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49

立花構造設計事務所
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クラウンパイルアンカー工法　標準図
（一財）日本建築センターによる一般評定

２／２

● 概要図Ａを適用する杭頭接合部仕様

杭仕様 クラウンパイルアンカー仕様

杭径 杭種(鋼管厚) 杭本数杭符号 仕様

４．仕様一覧

3．１ 施工および施工管理

3．2 施工手順

3．3 部分溶込み溶接規準

● 溶接方法と溶接材料

溶接方法 規格：種類

● 溶接寸法

3．工事現場施工

● 杭頭アンカー設置後の弛み止め処置

● 標準施工手順

● 溶接資格

記号 規格：種類

● 施工手順図

4．１ 杭頭接合部仕様の一覧

基礎コンクリート部仕様・補強要領

4．2 特記事項、その他

本/1杭 備考 杭のみ込み高さ

mm

割裂防止筋

D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)
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mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　)
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Dmm D @ (SD　　　　)

@ (SD　　　　)

@ (SD　　　　)

@ (SD　　　　)

@ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　) @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　) @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　) @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　) @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　) @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　) @ (SD　　　　)

上記、杭頭接合仕様について一般評定で規定する許容応力度計算を実施し、最終設計図書の記載と相違ないことを確認した．

杭仕様 クラウンパイルアンカー仕様

杭径 杭種(鋼管厚) 杭本数杭符号 仕様

基礎コンクリート部仕様・補強要領

本/1杭 備考 杭のみ込み高さ 副基礎補強筋 副基礎帯筋

● 概要図Ｂを適用する杭頭接合部仕様

上記、杭頭接合仕様について一般評定で規定する許容応力度計算を実施し、最終設計図書の記載と相違ないことを確認した．
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D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

SC杭・鋼管杭用杭頭接合工法

ＳＣ杭

単位：mm

溶接長(L2)

D32

D38

仕様

D38

D38H 210-L

-L

-M

-M
180

余盛(h)

10

3

以上

以下
D41H -L

板厚(T)

12

14

端板

SC杭

マーキング

杭頭金物

仮付溶接

部分溶込み

溶接

1 2 3 4

本工法は岡部(株)・グループ会社により教育・技術指導を受けた者が施工及び施工管理を実施する。

杭頭部の回転金物除去・洗浄・ケレン

杭頭金物を部分溶込み溶接

杭頭アンカーを設置/定着長の調整

杭頭アンカーの設置検査

1

杭頭金物を仮付溶接2

3

4

材料は下記の規格を満たし、かつ490N/mm 級

高張力鋼に適用可能なものを使用する。

2

ガス

シールド

アーク溶接

・JIS Z 3312：軟鋼、高張力鋼及び低温用

鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ

Vプレートと杭鋼管の溶接は開先部全長（L2）にわたって行い、

所定の余盛（h）を確保するように施工する。

・くさびの打ち込み　　　・カプラー下側余長部への点付溶接

点付溶接

くさび

・JIS Z 3313：軟鋼、高張力鋼及び低温用

鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ

杭頭

アンカー

杭周辺の水処理・主筋等の墨出し

杭頭金物取り付け位置のマーキング

部分溶込み溶接部の外観検査

杭頭金物の配置検査

杭頭アンカーの弛み止め処置

準

備

工

事

ク

ラ

ウ

ン

パ

イ

ル

ア

ン

カ　

工

事

|
弛み止めは以下のいずれかの方法による。

杭周囲根伐り・レベルコン打設

副基礎コンクリート部の配筋

本工法の実施に必要となる準備工事の実施範囲や施工手順について十分に協議する。

部分溶込み溶接は下記の規格を満たす立向姿勢の

有資格者による施工を原則とする。

SA-2V

　または

SA-3V

・JIS Z 3841：半自動溶接技術検定における

　　　　　　　　　　　試験方法及び判定基準

・WES 8241：半自動溶接技能者の

　　　　　　　　　　　　　　　資格認証基準

主基礎コンクリート部の配筋

鉄

筋

工

事

本工法を採用する杭頭接合部に関し、各杭符号ごとに仕様の一覧を記す。

※ 上記において、杭のみ込み高さおよび割裂防止筋の配筋量に関する計算上の規定はない

余
盛

(h)

Vプレート

L2

2

45° 開先部

杭鋼管

開先角度

※ 溶接長は溶接始終端の余長を含む

T
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－既製コンクリート杭の杭頭接合技術－ （一財）日本建築センターによる建設技術審査証明（２０２０年度版）　ＢＣＪ－審査証明－７

パイルスタッド工法研究会

１．パイルスタッド工法概要

パイルスタッド工法は、溶接性に優れた異形棒鋼ＫＳＷ４９０を杭頭端板に直接スタッド溶接する

ことにより、抗体に悪影響を及ぼすことがなく、抗体と基礎スラブとを接合する技術である。

２．使用材料

１　パイルスタッド　（スタッド溶接専用異形棒鋼） ２　フェルール

溶接前全長　Ｌ

切削部長さ　Ｓ

溶け代　Ｗ呼び長さ　Ｌ ０ 　（標準：４０ｄ）

ｄ

公
称

直
径

ｄ
１

切
削

部
径

　　　ＫＳＷ４９０（ＪＩＳ　Ｇ　３１１２　ＳＤ３４５）

定
着

長
さ
　

≧
　

４
０

ｄ

スタッド鉄筋

ｄ（呼び径）×Ｌ ０ （呼び長さ）

基礎スラブ下面

１
０
０

サイズ

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ１９

Ｄ２２

Ｄ１３×Ｌ ０ （　５２０）

呼び名

Ｄ１６×Ｌ ０ （　６４０）

Ｄ１９×Ｌ ０ （　７６０）

Ｄ２２×Ｌ ０ （　８８０）

各部寸法

Ｄ２５ Ｄ２５×Ｌ ０ （１０００）

ｄ１

１３．０

１６．０

１９．１

２２．２

２５．４

Ｌ Ｗ Ｓ

Ｌ０ ＋６（　５２６）

Ｌ０ ＋６（　６４６）

Ｌ０ ＋７（　７６７）

Ｌ０ ＋７（　８８７）

Ｌ０ ＋９（１００９）

２～６

２～６

３～７

３～７

５～９

１８

２０

２８

３０

３７

適用フェルール
＊

パイルスタッドおよびフェルールの種類　　（括弧内の寸法は、標準の呼び長さ４０ｄの場合）

杭仕様

杭径 杭種 杭本数 鉄筋径 呼び長さ 本／１杭
備考

パイルスタッド仕様

溶接装置の設置・設備容量の確認

溶接材料の確認

溶接条件の設定

＜条件確認試験＞

外観及び仕上り高さ検査・３０度曲げ試験

溶接位置のマ－キング

端部鋼板溶接面の清掃

アースケーブルの取付け

本施工開始

＜施工中の点検＞

１　カラーの不整・欠損

＜製品検査＞

・外観、仕上り高さ検査（全数）

施工管理記録の作成・提出

施工現場の清掃

施工完了

補正

及び

打直し・傾き及び１５度曲げ検査　（２本／１ロット）

　　　セラミック製の溶接補助材

溶接前

溶接後

パイルスタッド工法　設計・施工　標準図

杭中空部は、基礎スラブ下面と

同一レベルまでソイル等を除去する。

スタッド溶接

端板

既製杭

　（ＰＨＣ杭・ＰＲＣ杭）

３．杭頭接合仕様

４．杭頭接合構造図 ６．パイルスタッド工法　標準施工フロー　　　　　　　　　　　　

　（詳細は、本工法建設技術審査証明（建築技術）報告書の「施工要領」による）

２　磁気吹き（ア－クブロ－）

３　端部鋼板溶接面の清掃など

Ａ－１３

岡部（株） （株）大谷工業 日本スタッドウェルディング（株）

Ａ－１６

Ａ－１９

Ａ－２２

Ａ－２５

Ｄ－１３

Ｄ－１６

Ｄ－１９

Ｄ－２２

Ｄ－２５

１００－１０１－１１４

１００－１０１－０１２

１００－１０１－１５２

１００－１０１－１４０

１００－１０１－０４５

※　スタッドメーカーとフェルールの組合せは限定しない

パイルスタッド（ＫＳＷ４９０）の化学成分および機械的性質

化学成分　（％） 機械的性質

Ｃ Ｓｉ Ｍｎ Ｐ Ｓ Ｃ＋Ｍｎ／６

０．２０以下
０．１５

～０．３５

０．３０

～０．９０
０．０３５以下 ０．０３５以下 ０．３５以下

降伏点

（Ｎ／ｍｍ
２
）

引張強さ

（Ｎ／ｍｍ
２
）

伸び

（％）

３４５

～４４０
４９０以上 ２０以上

注：施工は、（一社）スタッド協会主催の「スタッド溶接技術検定試験」

　　における専門級取得者で、かつ、パイルスタッド工法研究会発行の

　　「パイルスタッド工法溶接技術講習会受講者証」を授与された者が行う。

７．製品検査規定

８．パイルスタッドの配筋規定

　（詳細は、本工法建設技術審査証明（建築技術）報告書付録の「配置計画」による）

１）　フェルール外殻が端板の開先やＰＣ鋼材孔と重ならない位置に溶接する。

２）　ＰＣ鋼材径と同心円上の位置への配筋を基本とする。（同心円配筋）

３）　同心円配筋ができない程ＰＣ鋼材間が狭隘な場合、フェルールをＰＣ鋼材孔の

　　　同心円上の外側、内側と交互に配筋する。（千鳥配筋）

４）　杭当たりの配筋本数は、６本以上かつＰＣ鋼材本数以下を原則とする。

５）　ＰＣ鋼材孔間に２本以上配筋しないことを原則とする。

６）　パイルスタッドのあきは、基礎スラブコンクリート粗骨材最大寸法の１．２５倍

　　　以上かつパイルスタッド公称直径の１．５倍以上とする。

　　　また、パイルスタッド中心とＰＣ鋼材中心は２０ｍｍ程度離す。

同心円配筋

千鳥配筋

株式会社大谷工業

岡部株式会社

日本スタッドウェルディング株式会社

Ｖｅｒ．２０２００９１７

ＰＣ鋼材定着孔
溶接開先

タップ孔

パイルスタッド
フェルール外殻

頻度 検査項目 検査方法 判定基準

全数検査

抜取検査

外観検査

仕上り高さ

傾き検査

曲げ検査

目視

ゲージ等による

ゲージ等による

パイプ曲げ等による

カラーが軸部全周に包囲して、アンダーカットの無いこと

設計寸法－０ｍｍ～＋４ｍｍ

θ≦５゜

溶接部に割れなどの欠陥が生じないこと

項目 対処例

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

注１　鉄筋サイズ変更時は、算出式により求められた必要鉄筋量を

　　　下回らないように注意する。

注２　端板開先無しの指示および端板厚変更等、杭の仕様変更は必

　　　ず事前にパイルメーカーに確認した上で、変更可能な場合は

　　　設計図書に特記事項として記載すること。

５．設計に関する考え方の一例

下図設計手順例は、適用にあたっての一つの参考例であり、構造設計者の考え方に基づく

適切な設計法により杭頭接合鉄筋量を算出することが望ましい。

詳細は、本工法建設技術審査証明（建築技術）報告書付録による。

設計手順例

適切な配筋例 不適切な配筋例

全鉄筋の内側配筋 溶接不可能な配筋

ＰＣ鋼材間の複数配筋

曲げモーメント

基礎スラブのコンクリート強度

・杭径，杭種（杭製造メーカー）　

・設計用短期応力度　　　　　　

（鉄筋量算出式に基づく）

≦ＰＣ鋼材本数？

≧鉄筋引張荷重？

防錆処理・アンボンドキャップ装着　　※パイルスタッド工法（アンボンド）のみ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＮＯ

ＹＥＳ

杭頭部応力度の決定

軸力

パイルスタッドの仕様仮決定

パイルスタッド本数 スタッド径は

Ｄ２５？

パイルスタッド

サイズアップ

パイルスタッド

サイズダウン

パイルスタッド

サイズダウン

・杭頭部応力度の再検討　

または

・パイルスタッド適用不可

端板の

開先無し可？

端板の

開先無しの指示

同心円配筋または

千鳥配筋が可能？

端板厚変更可？
端板耐力

端板厚の変更

（端板耐力≧鉄筋引張荷重となること）

終　了

開　始

50

杭頭補強要領図３（同等品）



工事名

名　称

図　番 　　年　　月

剛特　　記　：
株式会社      建築事務所     速 水　可 次

FAX     0886-22-0885

TEL     0886-22-0883         第 102935 号

構造設計一級建築士　第 5243 号 立 花 　薫一　級　建　築　士　第126285号

立花構造設計事務所

Ｓ -

徳島市末広３丁目３ー３　　 １級建築士登録

NO SCALE

徳島県立国府支援学校体育館棟新築工事のうち建築工事

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向  左図円部詳細ａ部 ａ部耐火仕様①ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
クローサー

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。 釘普通コンクリート
釘　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　　合成スラブ工業会仕様 鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

３０ ３０
Ｄ ＦＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 ＱＬデッキ柱 ＱＬデッキ

梁型枠３０ 梁にのみ込み３０ｍｍ(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 ｄ
ＥＡ 釘※2１５０

耐火補強筋
２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン

ａＢ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

小
梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁 クローサーｂ
2コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

大
梁

溶接金網又は異形鉄筋  内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向ｃ部ｂ部開口部 開口部２スパン                     １スパン耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 外
周

部
大

梁

大
梁

（Ｄ１０－＠２００） 小
梁

溶接金網または異形鉄筋Ｈ １スパン 普通コンクリート 梁に定着ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 溶接金網又は異形鉄筋８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０ 普通コンクリート普通コンクリート ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ｃＣ床、１時間耐火 ＱＬ９９－７５ 2４,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 φ６－１００x１００ 注2) Ｇ外周部大梁 大梁FP060FL-9095 ｅ
ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 ４

０

※2軽量コンクリート ８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０
※2耐火補強筋 １０ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ３０ ３０ 耐火補強筋ＱＬデッキ

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２  外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照
ＱＬデッキφ６－１００x１００

普通コンクリート 溶接金網３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 溶接金網又は異形鉄筋 壁ＱＬ９９－７５ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁2 又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下壁 溶接金網又は異形鉄筋床、２時間耐火 ＲＣ梁又はＳＲＣ梁５,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ 注2) 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
コンクリート コンクリートクローサー 又は打込み鋲FP120FL-9107 ２.７ｍ 以下ＱＬ９９－５０ 算出式 注５)Ａ 参照

８５ｍｍ 以上 φ６－１００x１００  ブラケット支持 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 ｃ部ｄ部軽量コンクリート 算出式 注５)Ｂ 参照３.４ｍ 以下
ＱＬ９９－７５ 2 アークスポット溶接 又は注2)３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ ５,４００N/m 以下 すみ肉溶接又はドリルねじ 打込み鋲 ＠６００以下

φ４－１３　＠６００以下
ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００） 溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ ＱＬデッキまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） （梁に定着）※1※1 ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆普通又は軽量コンクリート

※1梁耐火被覆端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ 梁耐火被覆
梁耐火被覆 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド３

０

コンクリート厚さ 又は打込み鋲 又は打込み鋲 １０※2ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ又は打込み鋲 １０ フラッシング耐火補強筋３０
ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ  ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合  ＱＬデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合Ｄ部 Ｄ部Ｂ･Ｈ部 Ｂ部焼抜き栓溶接、打込み鋲８５０１５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） ３０ｍｍ以上又は頭付きスタッド コンクリート耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照Ｓ梁 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドスパン スパン ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 ※1 溶接金網又は異形鉄筋 ＳＲＣ梁又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸ＱＬデッキ

クローサー
 柱廻り納まり  柱廻り（ａ－ａ断面）ｅ部 ｅ部

※2
2 すみ肉溶接又はドリルねじ耐火補強筋支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

φ４－１３　＠６００以下耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００） ３０ｍｍのみ込み
QLデッキ切断、柱へののみ込みなし溶接金網又は異形鉄筋 200ｍｍ以下※1※1耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

ＱＬデッキ（Ｄ１０－＠２００） 梁幅ＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 50ｍｍ以上５０ｍｍ以上
※1すみ肉溶接ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド普通コンクリート 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ焼抜き栓溶接、頭付きスタッド床、１時間耐火 算出式 注５)Ｂ 参照ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ａ ａ又は打込み鋲 φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 又は打込み鋲φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上 フラッシングFP060FL-9101 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
軽量コンクリート

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照  梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部 １０ｍｍ以上 柱型枠ＱＬデッキ梁幅焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照 コンクリート止め 木材等焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断普通コンクリート QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしこの部分の小口は塞がない！床、２時間耐火 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照
φ６－１００x１００ 現場切断（ＱＬデッキ）

柱FP120FL-9113 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
C)開口が連続している場合軽量コンクリート ８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照
連続する開口の開口群(仮想開口)と１）開口がφ１５０程度の場合

2 見なし、その開口部の大きさにより、支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート   A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径 2)又は3)に準じて補強を行う耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
開口補強筋Ｄ１３ 仮想開口※3溶接金網又は異形鉄筋耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

※1 クローサークローサー（Ｄ１０－＠２００） すみ肉溶接又はドリルねじ
梁耐火被覆 ＱＬデッキ受材φ４－１３　＠６００以下QLデッキ受材ＦＢ６５×６等ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照床、１時間耐火

φ６－１５０x１５０普通コンクリート ８０ｍｍ 以上 (APWの場合 ＦＢ６５×９等) 柱廻りＱＬデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲FP060FL-9101 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 Ｌ

ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照床、２時間耐火 開口補強筋Ｄ１０ 開口補強筋Ｄ１０・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。普通コンクリート φ６－１００x１００
耐力補強筋 ２）に準ずFP120FL-9113 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 ・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ ・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、 ｗ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。普通又は軽量コンクリート になるようレベル保持し、全面に配筋する。または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） Ｍ開口補強筋Ｄ１０ 耐力補強筋ａt＝耐火補強筋 Ｄ１３普通コンクリート ｗ ｆt･ｊＡ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合溶接金網 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント３

０

３
０

３
０

コンクリート厚さコンクリート厚さ Ｌ1 ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。 開口部ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ａd又はａtの大きい方３
０

耐火補強筋が必要。４
０

耐火補強筋 Ｄ１３ 2１５０ １５０ 耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）ＱＬデッキ(単純支持)３０ ３０ ＱＬデッキ １５０ｍｍ以上耐火補強筋 Ｄ１３ 2ＱＬデッキ 耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ５０ 耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） Ｓ梁 焼抜き栓溶接、打込み鋲ＲＣ梁又はＳＲＣ梁
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された又は頭付きスタッド
　　場合の切断された耐火補強筋の本数横筋 ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＱＬデッキ １５０ ＱＬデッキスパン                      スパン注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。 ｗ(単純支持) ３）ｗ＞600mmの場合溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上 小梁補強連続支持 単純支持注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上 合成スラブ コンクリート箱抜き合成スラブ注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。 Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上 ≧４０･Ｄ コンクリート硬化後注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。 開口部ＱＬデッキを切断耐火補強筋Ｄ１３注５）許容積載荷重Ｗ　算出式 Ｌ2 ｗ　：支持スパン（ｍ） 端部補強筋コンクリートのかぶり４０ｍｍ 開口

１５０  ８５０ ＬＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５ ８５０  １５０ＱＬデッキ(連続支持) Ｄ１３、長さ１.０ｍ３
０

大梁上 大梁上 部［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５ 溶接金網又は異形鉄筋
Ｌ２ 開口補強筋Ｄ１３２ 2２.７ 2 ３.４

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
８５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０１５０※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） ＱＬデッキスパン                      スパン異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下 ４

０

(連続支持)付帯条件 スペーサー＠１.０ｍ以下
※ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) ※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。に支持されるものとする。 ※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

１.５Ｑa
Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

DＱ
Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ） 焼抜き栓溶接 Ａw 鉄骨梁の場合 ３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】墨　出　しＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D  １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 □事前検査板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ 　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。１.２　  　　　４,９００  　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　 　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接

１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)  ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ 　　ように敷込む。 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要 大梁 QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 （１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
工　　程                 手　　順　・　要　　領１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、

２）打込み鋲 QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 □溶接後の外観検査１    アーク発生フラッシング ３）焼抜き栓溶接ハンガー金具 QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で （３）標準溶接条件：下表　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる） （ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具） 棒径４mmφのもの 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり13
.5

3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）２  QLデッキ焼抜き（３）標準溶接条件 径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 □不良部の補修溶接金網敷込み ３.０～４.０×１度打ち６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５Ｗ（１００～２５０） ２５ 梁フランジ板厚：６mm以上 １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。４
０

溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を ３.０～４.０×２度打ち９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合 ３  押し込み・溶着溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。クローサー （４）溶接工の資格 ３.５～４.５×１度打ち １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 ６～９ｍｍ未満 ３４～３６３００～３２０検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる） １.６ｍｍ溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引きJIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代２
８

４.０～４.５×２度打ち９ｍｍ以上 ３４～３６３００～３２０４     整　　形 【そ　の　他】上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ （５）手順・要領１８５ 注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況コンクリート打設  　　ｍｍあることを確認する｡ 溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

QL99-75QL99-50 (単位：ｍ)(単位：ｍ) S造・施工時のスパンの取り方施工時許容スパン表（デッキプレートの検討） ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm) 100100 60 70 80 9060 70 80 90ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)
板厚(mm) 板厚(mm)1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.61.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 【単純支持】

注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、
支
持
条
件

支
持
条
件

3.372.54 3.61 3.55 3.48 3.422.75 2.69 2.64 2.59 3.072.33 3.31 3.24 3.18 3.132.52 2.47 2.42 2.37 単純(内法)単純(内法) スパン(3.37)(2.54) (3.61) (3.55) (3.48) (3.42)(2.75) (2.69) (2.64) (2.59) (3.07)(2.33) (3.31) (3.24) (3.18) (3.13)(2.52) (2.47) (2.42) (2.37)表面処理が亜鉛めっきの場合
4.073.41 4.30 4.24 4.18 4.133.67 3.61 3.54 3.47 3.733.12 4.02 3.96 3.91 3.833.38 3.31 3.24 3.18注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。 【連続支持】２連続２連続
(4.07)(3.41) (4.30) (4.24) (4.18) (4.13)(3.67) (3.61) (3.54) (3.47) (3.49)(3.07) (3.89) (3.78) (3.67) (3.58)(3.38) (3.31) (3.24) (3.15)

注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。 3.833.15 4.05 3.99 3.93 3.883.40 3.33 3.26 3.20 3.582.88 3.78 3.73 3.68 3.633.12 3.05 2.99 2.93 スパン スパン３連続３連続 その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。(3.83)(3.15) (4.05) (3.99) (3.93) (3.88)(3.40) (3.33) (3.26) (3.20) (3.58)(2.88) (3.78) (3.73) (3.68) (3.63)(3.12) (3.05) (2.99) (2.93)

２０２１／７／０１

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕
標　　準　　納　　ま　　り

耐　火　仕　様
【連続支持合成スラブ】

設　　　　　　計

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

【単純支持合成スラブ】

開口部補強案

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

焼抜き栓溶接
デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査

施
　
　
　
　
工

アクセサリー

[耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用]

［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

端部加工
□ＱＬ９９-５０

□ｴﾝｸﾛ有り
*1□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５ □無し

□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ]□1.2
□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）

材料／コンクリート

 種  　　　     類  □普通コンクリート  □軽量コンクリート [ □１種   □２種 ]
2 設 計 基 準 強 度  □１８　　　□２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □７０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）ｍｍ

材料／溶接金網・異形鉄筋

□φ６-７５×７５ □φ６-１５０×１５０
 □ 溶 接 金 網  ＪＩＳ Ｇ ３５５１ *2□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　）

□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ □ 異 形 鉄 筋

□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　）

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 　Ｄ１３-＠３００

*2 線形6㎜以上を用いたもの
接　　　合

JIS B 1198 □φ１３ □φ１６ □φ１９ □φ２２
□頭付きスタッド *3（各長さ・ピッチは特記による　）

梁 と の 接 合 □焼抜き栓溶接 下記焼抜き栓溶接の項による

□打込み鋲 接合箇所は特記による

□その他
*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする

耐　　　火

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号

単純 要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１
床１時間

QL99-50 連続 不要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５
普通/軽量

QL99-75 単純 要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３
床２時間

連続 不要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７
注）床２時間は床１時間耐火を含む

 □指定なし  □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他

特　　　記
支 保 工 有 無  その他：

 □ 無    □ 有 

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□

 　 耐火補強筋

□８０
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合成床版基準図（同等品）

Ａw ＝（　　　　）mm600


